
卒業後調査結果の
活用に関する
事例紹介セミナー

開催日時

2022年

11/14(月)～ 11/22(火)

※同一内容で複数日程開催いたします
ご都合の良い日時を選択ください

学修成果の可視化とカリキュラム改善 学生募集に向けたPRツールの検討ディプロマ・ポリシーの見直し

問い合わせ先
株式会社リアセック 荒井 啓補 keisuke.arai@riasec.co.jp

開催形態

オンライン（Zoom）

参加対象者

大学教職員の方
(IR・教務・就職支援に関わる方)

参加費

無料

申込方法

申込フォームからお申し込みください
https://forms.gle/Xa2WDGYfg9wVeWpp7

卒業後調査（卒業生向け・進路先向け）は、2021年度まで私大改革総合支援事業の中の項目でしたが、2022年度

より「教育の質に係る客観的指標の項目」として経常費補助金へ移行しており「卒業後調査の実施」だけではなく

「調査結果を教育活動の改善に活用していること」は引き続き重視される傾向にあります。

私たちリアセックも「自学の学生がDPに定められた資質・能力を身に付けているか」という点を中心にしつつ「調査結果を

どの様に学内・外で活用するか」という「調査目的(ゴール)を踏まえた調査設計」の重要性を改めて実感しております。

今回の事例紹介セミナーでは、この数年間私たちが様々な大学様で卒業後調査の実施をサポートさせていただいたなかで

「学修成果の可視化とカリキュラム改善」「学生募集に向けたPRツールの検討」「ディプロマ・ポリシーの見直し」といった

調査結果を活用した好事例をご紹介させていただきます。
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